〇 一九二 二 年の暮れ、 モス コォ 芸術 座の 一行が 初め 

て 巴 里 を 訪れ、 シャン. ゼ リゼ ェ 劇場の 大 舞台で、 そ 

の 華々 しい 上演 目録の 中から、 特に 純 露西亜の 作品 数 

篇を 選んで、 旅興行の 蓋 を あけた。 

〇 『桜の 園』 は その 一 つであった。 

〇 僕 は 露西亜 語が わからない。 そこで、 仏 訳の 『桜 

の 園』 を 三度 繰り返して 読んだ。 どの 人物が、 どこで、 

どんな 台詞 をい ふとい ふこと までお ほかた 空で 覚えた。 

殊に、 全篇 を 流れる 情調と 場面 場面の 雰囲気、 あの 匂 

やかな 機智の 閃きと、 心理的 詩 味の 波動と を、 自分の 

ィメ— ジ として、 しっかり 頭の 中に 描いて 行った。 



〇 勿論、 それぞれの 人物 は 完全な 一 個の 存在と して 

一 人 一 人 僕の 心の中に 活 きて ゐた。 

〇 われわれ 日本人 は、 仏蘭西 人の 多くよりも 露西亜 

人を識 つて ゐる —— 露西亜 人の 生活、 その 感情、 わけ 

て も その 「夢」 を識 つて ゐ ると 思 ふが ど うだらう。 

〇 『桜の 園』 の 幕が あいた。 

〇 ス タニス ラ フス キイ は、 開演の 前夜、 一行 歓迎会 

の 席上で、 自由 劇場の 創始者 老 アン ト ヮァヌ 及び ヴィ 

ユウ. コロン ビエ 座の 首脳 コ ポオの 挨拶に 答へ て、 「わ 

たくし 共が、 露西亜 語で 演じる 劇 は、 露西亜 語のお わ 

かりに ならない 方に も 七 分 通り はお わかりになる だら 



て もい > 彼等 は 常に 話しかける、 或る時 は 彼等の 

周囲に、 或る時 は 彼等 自身に、 そして 屢々 彼等の 「幻」 

に …… 。 沈黙に 耳を澄ます こと を 知らなければ、 彼等 

の 言葉 は 空虚で ある。 

同時に、 その 「幻」 を 完全に 描き出す ことが 出来れ 

ば、 その 演出 は 成功で ある。 

〇 いちいちの 役割に ついて、 今、 あの 時の 印象 を述 

ベる こと は 無駄な 気がする。 僕の 読んだ 仏語 訳に 十分 

の 信用が 置け る ものと して、 また、 僕の 「戯曲 を 読む 

術」 がそれ ほど 怪しい もので ない と 云 ふ 自惚れ を 土台 

にして、 モス コォ 芸術 座の 演じた 『桜の 園』 は、 たし 



〇 これ だけの こと をい つて 置いて、 扨て、 新劇 協会 

が、 果して、 『桜の 園』 を 正しく、 —— 言葉が わる けれ 

ば ダン チェ ンコ 及び スタニ スラ フス キイの 解釈し た. 5 

く 解釈して ゐ るか どうか を 考へ て 見よう。 

〇 僕 は、 大体に 於て、 その 解釈の 近い こと を 欣ぶも 

ので ある。 各人 物の 性格 表現に、 どうかす ると 「はて 

な」 と 思 はれる 節 も あるが、 それ は、 「技芸」 殊に 「柄」 

の 問題 を 除外して 論じる こと は 不当の やうに 思 はれる。 

ラァネ フス カャ、 ガァ エフ、 ロバ ァヒン について、 前 

に 述べた こと は、 直接、 此の 点に 触れた つもりで ある。 

〇 当夜、 かう いふ 考 へが、 一 寸、 僕の 頭 を かすめた。 



チェ ホフの 『桜の 園』 と 云 ふ 戯曲 は、 もう ちゃんと 僕 

の 頭の 中で 舞台が 出来 上って ゐる。 殆ど 理想的な 舞台 

が 出来 上って ゐる。 で、 今 眼の 前で、 誰か ゾ、 『桜の 園』 

を 演じて ゐ ると いふ 一 つの 想念、 或は、 た、 V、 あの 椅 

子に 腰 を かけて ゐ るの がラァ ネフ スカャ で、 今、 何 か 

しゃべ つて ゐ るの がガァ エフ だとい ふ、 た- V それだけ 

の 事実が、 僕の 心の中に 常々 ひそんで ゐる 『桜の 園』 

の 幻影 を 再び 浮び 出させる ので は あるまい かと。 

〇 たと へ、 さう であっても、 その 幻影 は、 実際、 眼 

に 映 じ 耳に 響く 不快な 影と 響と で 容赦な くぶち 毀 さ る 

べき 性質の ものである。 



すべ きこと である。 

〇 此の 種の 劇団に 対して は、 「未来」 と 云 ふこと を考 

へずに かれこれ 批評 をして はならない。 

〇 それだけに、 「未来」 がない と 云 はれる こと は、 此 

の 種の 試みに 取って 致命的な 痛手で ある。 この 『桜の 

園』 を 見て、 新劇 協会 は 失敗した と 云 ふ ものが あるか 

も 知れない。 しかし、 それ以上の こと を 言って はなら 

ない。 

〇 僕 はた > 此の 劇団の 首脳に 信頼す る。 情実と 名利 

を棄 て、 「初めから 始める」 ことによって、 「存在の 欲 

求」 を 満たして ほしい。 現在の 日本に 於て は、 それが 
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